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1．はじめに 
 物流は都市を支える不可欠な活動であり、その末端を担

っているトラック輸送は今日の物流活動にとって非常に重

要なものである。また、集配送トラックは必ず荷積み、荷

降ろしのための荷捌き駐車施設を必要とする。しかし、大

都市商業地区では、荷物の積み降ろし施設の不足による路

上での無秩序な荷捌き駐車が発生しており、道路交通混雑

等の交通問題の一因となっているため、路上における荷捌

き駐車施設の整備は非常に重要である。そこで、本稿では

路上駐車施設であるローディング・ゾーンをとりあげ、集

配送トラックの横持ち行動特性を考慮したローディング・

ゾーンの配置計画を立案する際に必要となる、キャッチメ

ントエリアの設定に関して検討していく。さらに、そのキ

ャッチメントエリアおよび集配送トラックの荷捌き駐車需

要を考慮し、大阪船場地区において具体的にローディン

グ・ゾーンの配置について提案する。ここで、ローディン

グ・ゾーンとは街路区間及び時間を限定し、荷物の集配送

に伴う車両のみに駐車を認めるものである。また、キャッ

チメントエリアとはローディング・ゾーンに駐車した集配

送トラックのドライバーが、許可される荷捌き駐車時間内

に訪問することのできるエリアである。したがって、この

キャッチメントエリアが対象地域全域をカバーするよう適

切にローディング・ゾーンを配置する必要がある。 

2．横持ち行動におけるトリップ特性 
訪問事業所数は対象地域において、約 8割が 2事業所ま

でであることを考慮し、２事業所を訪問する場合について

検討する(表－１参照)。 

表－１ 訪問事業所数構成比 

 

 

横持ち活動を形態別に分類すると、ピストン型行動及び

ループ型行動に分類することができる。２事業所を訪問す

る場合について示すと、図 1－1および図 1－2に示すよう

になる。ここで、 

a：駐車場所から最初に訪問する事業所までの距離 

b：事業所間の距離 

c：２番目に訪問した事業所と駐車場所までの距離 

とすると、許容荷捌き駐車時間内における最大移動距離は

ピストン型行動の場合は 2(a+c)、ループ型行動の場合は

a+b+cとなる。この最大移動距離については、3．において

述べる。 

 

 

 

 

 

 

図1－1 ピストン型行動   図1－2 ループ型行動 

ここで、トリップ長比を次のように定義する。ピストン

型行動においては、駐車場所から遠い方の事業所へのトリ

ップ長をa、駐車場所から近い方の事業所へのトリップ長を

cとしたとき、トリップ長比は a/cで表す。一方、ループ型

行動においては、b/aで表す。ただし、トリップ長aと cの

大小関係によって、b/aに差が生じることが考えられるため、

a≧cの場合とa＜cの場合で分けトリップ長比を算出する。

このトリップ長比を用いて、4．において検討を行う。 

3．許可された荷捌き駐車時間内における最大移動距離

の算定 
実態調査によって得られた横持ち行動特性に基づき、許

可される荷捌き駐車時間の上限内に横持ち活動が可能な最

大移動距離を算定する。最大移動距離は式(1)により算出す

るものとする。 

D＝（TO－ta）＊Vk・・・・・・・・・・（１） 

D：許可された荷捌き駐車時間内における最大移動距離（m） 

TO：許可される荷捌き駐車時間の上限値（分） 

ta：荷物の積み降ろし等に伴う作業時間（分） 

Vk：荷物個数ランクｋの平均横持ち移動速度（m/分） 

ｋ：荷物個数ランク 

（ランク 1：5未満、ランク 2：6～9個、ランク 3：10～14

個、ランク 4：15個以上） 

4．キャッチメントエリアの設定 
キャッチメントエリアを設定するにあたり、許可される

荷捌き駐車時間内に最大でどの地点まで訪問できるのかを

表すためには、トリップ長比を算出し、そのトリップ長比
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訪問事業所数 構成比（％）
1 56.5
2 27.8

3以上 15.7
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をもとに最大移動距離をそれぞれのトリップに割り当てる

ことが必要である。実態調査よりピストン型行動では、ト

リップ長比は 4.00となる。また、ループ型行動では、トリ

ップ長比は、a≧c の場合において 1.03となり、a＜c の場

合においては 3.70となった。 

そこで、実態調査より得られたトリップ長比をもとに最

大移動距離をそれぞれのトリップに割り当て、キャッチメ

ントエリアを設定する。以下に 1事業所および 2事業所を

訪問する場合についてキャッチメントエリアを設定する

（表－3参照）。 
表－3 キャッチメントエリアの設定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
まず、許容荷捌き駐車時間について検討を行うと、許容荷

捌き駐車時間 15 分では全ての街路リンクにローディン

グ・ゾーンを設置しなければ、対象地域全域をカバーしき

れないため、許容荷捌き駐車時間は 20分および 30分を採

用した。 

 キャッチメントエリアを比較すると、②→③→⑤→④→

①の順序で、ローディング・ゾーンのキャッチメントエリ

アは広がっていることがわかる。そのために、②→③→⑤

→④→①の順序で、ローディング・ゾーンが少なくても、

キャッチメントエリアにより対象地域をカバーできること

になる。したがって、横持ち行動特性から得られたキャッ

チメントエリアのみからローディング・ゾーン配置を検討

する際には、安全側の数値を採用することが妥当であるた

め、②および③のキャッチメントエリアを採用することが

妥当であると考える。 

５．ローディング・ゾーンの配置計画の検討 
ローディング・ゾーンの配置計画を行う際には、第一に

荷捌き駐車需要を考慮し、ローディング・ゾーン設置候補

リンクを抽出する。対象地域の一部から抽出した街路区間

において、集配送トラックを対象に午前 10時から午後 5時

までの時間に、20分間隔の時間断面でノンプレート断続式

調査を行った。ここで、荷捌き駐車需要量は、20分間隔の

時間断面における集配送トラックの平均駐車台数として表

した。また、調査対象としていない街路区間の荷捌き駐車

需要量に関しては、駐車需要量を目的変数とし、事業所数、

大型事業所数および道路幅員を説明変数とする重回帰分析

を用いたモデルを作成し、このモデル式(2)により推定した。 

Y=－2.51197＋0.013586X１＋0.304458X２＋0.278540X３・・（２） 

X１：街路リンクに隣接する事業所数 

X２：街路リンクの道路幅員（ｍ） 

X３：街路リンクに隣接する大型事業所数 

Y ：街路リンクにおける集配送トラックの駐車需要量 (台) 

本稿では、荷捌き駐車需要が3台以上のリンクをまずローデ

ィング・ゾーン候補地として設定する。 

第二に、その設置候補リンクをもとに、４．において、

横持ち行動特性より求められたキャッチメントエリアをあ

てはめる。ここでは、キャッチメントエリアが対象地域全

域をカバーするよう適切にローディング・ゾーンを配置す

る必要がある。そこで、カバーできないエリアがある場合

には、対象地域全域をカバーするよう新たにローディン

グ・ゾーンを追加する。 

第三に、これまで検討してきたローディング・ゾーンに

より、物理的に船場地区の荷捌き駐車需要を処理可能であ

るかに関して、道路幅員及びリンク長から得られるローデ

ィング・ゾーンの許容駐車台数により検討を行う。処理で

きない場合には、新たにローディング・ゾーンを追加する。

以上のようにローディング・ゾーンの配置計画を行ってい

くプロセスは図－2のように整理できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

図－2 ローディング・ゾーン配置計画におけるフロー 

6．まとめ 
本研究で得られた成果は以下に示すとおりである。 

１） 横持ち行動におけるピストン型行動およびループ型

行動を対象とし、２事業所を訪問する場合におけるト

リップの特性を明確にし、キャッチメントエリアを設

定した。 

２） このキャッチメントエリアを用い、船場地区におい

て、具体的にローディング・ゾーンの配置について提

案した（紙面の関係で講演時に示す）。 

２．横持ち行動特性を考慮したローディング・ゾーンに関する計画

１．のローディング・ゾーンをもとに描かれたキャッチメントエリア

によって網羅できないエリアに、新たにローディング・ゾーンを設置

し、対象地区全域がキャッチメントエリアによって網羅されるように

する。 

１．ローディング・ゾーン導入候補リンクの抽出 

荷捌き駐車需要に関する調査と重回帰分析より求めた各街路リンクの

荷捌き駐車需要より、荷捌き駐車需要が多い街路リンクをローディン

グ・ゾーン設置候補地とする。 

３．許容駐車台数を考慮したローディング・ゾーンに関する計画 

２．までで検討したローディング・ゾーン内の駐車需要を考慮し、ロ

ーディング・ゾーンの許容駐車台数を上回り処理しきれないものにつ

いては、新たにローディング・ゾーンを設置する。 

許容荷さばき駐車時間(分) キャッチメントエリア(m)
15 215
20 338
30 585

②ピストン型行動 15 51
2事業所訪問時 20 113

（2事業所が等距離にある場合） 30 236
③ピストン型行動 15 82
2事業所訪問時 20 181

（2事業所が等距離にない場合） 30 378
④ループ型行動 15
2事業所訪問時 20 232
（a≧c） 30 446
⑤ループ型行動 15
2事業所訪問時 20 197
（a＜c） 30 381

①1事業所訪問時
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